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RBM-007の中国での開発を担う合弁会社設立に関する基本合意のお知らせ 

 

当社は、本日、瑞科国際（北京）医薬技術有限公司および上海汇瑞医療器械有限公司

との間で、中国地域における RBM-007の加齢黄斑変性（AMD）等を適応疾患とする臨床

開発を担う合弁会社設立に関して下記のとおり基本合意に至りましたのでお知らせし

ます。合弁会社設立契約の締結後に、当社は合弁会社での資金調達や臨床開発の進展

によりマイルストンと上市後にロイヤルティーを合わせて最大で 1億 US＄（約 137億

円（1US＄を 137.76円で換算））を受け取る見込みです。（注：今回の基本合意書は法

的拘束力があるものではないことが明記されており、本契約締結の過程で変更等がなされ

る可能性があります。本契約が締結された際には改めでお知らせいたします。） 

記 

1. 合弁会社設立の目的 

当社では加齢黄斑変性を対象に RBM-007の臨床開発を米国にて進め、すでに 3つの

第Ⅱ相臨床試験を完了しています。これらの試験結果においては、治療歴を有する患

者に対しては Eylea®を上回る効果を確認することはできませんでしたが、未治療患者

を対象とした医師主導治験においては症状が改善された症例を認めました。そこで未

治療患者を対象とした開発を継続することを検討しています。 

瑞科国際（北京）医薬技術有限公司および上海汇瑞医療器械有限公司は、日本や欧

米の革新的な医薬品を中国に多数導入して、中国地域で開発するビジネスモデルを発

展させており、開発のための中国での資金調達や薬事業務に精通しています。 

このような状況のもと、三社は RBM-007の中国地域での開発を進めるために中国に

合弁会社を設立することで基本合意いたしました。三社は、合弁会社設立後に中国で

資金調達を実施して臨床開発を進める予定です。これにより、当社は開発費用の負担

を免れ、またリスクも最小限にとどめると共に、中国二社の経験も取り込み RBM-007

の臨床開発を継続することが可能となります。また、瑞科国際（北京）医薬技術有限

公司および上海汇瑞医療器械有限公司は、これまでのビジネスモデルをさらに展開さ

せることが可能です。さらに、当社は、RBM-007以外の開発品についても、本合弁会

社を通じて、開発を進めることが可能となります。 

 



    

 

2. 合弁会社の概要 

合弁会社の名称 は RIBOMIC Biomedical Technology (Shanghai) Co., Ltd.（仮

称：リボミック上海）とし、出資比率は、当社：34％、瑞科国際（北京）医薬技術有

限公司：33％、上海汇瑞医療器械有限公司：33％を予定しています。なお、合弁会社

の本社所在地、代表者、役員、設立年月日、決算期、純資産、総資産の額につきまし

ては、今後協議して決定いたします。また、当社における合弁会社の会計上の取り扱

いについても合弁会社設立契約締結時までに検討を進め決定いたします。 

 

3. 合弁相手先の概要 

【瑞科国際（北京）医薬技術有限公司の概要】 

（１） 名 称 瑞科国際（北京）医薬技術有限公司 

（２） 英 語 名 称 
Rico International (Beijing) Medicine Technology Co., 

Ltd. 

（３） 所 在 地 北京市朝陽区光華路 8号 17棟 4階 A4502号室 

（４） 代表者の役職・氏名 法定代表者 張少輝 

（５） 事 業 内 容 医療関連サービス 

（６） 資 本 金 600万元（約 118百万円 （1中国人民元を 19.71円で換算）） 

（７） 設 立 年 月 日 2020年 4月 15日 

（８） 大株主及び持株比率 张少辉（35%）、胡月（30%）、その他（35％） 

（９） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません 

注：当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態については、当該法人は非上場

であり経営成績及び財政状態は公表していないため、当社にて取得できており

ません。 

 

【上海汇瑞医療器械有限公司の概要】 

（１） 名 称 上海汇瑞医療器械有限公司 

（２） 英 語 名 称 Shanghai Huirui Medical Co., Ltd. 

（３） 所 在 地 上海市浦东新区长柳路 58号立方大厦 1001室 

（４） 代表者の役職・氏名 法定代表者 丁伝勇 

（５） 事 業 内 容 医薬品及び医療機器の販売 

（６） 資 本 金 500万元（約 98百万円（1中国人民元を 19.71円で換算）） 

（７） 設 立 年 月 日 2019年 7月 12日 

（８） 大株主及び持株比率 丁伝勇（100％） 



    

 

（９） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません 

注：当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態については、当該法人は非上場

であり経営成績及び財政状態は公表していないため、当社にて取得できており

ません。 

 

4．今後の見通し 

本基本合意締結に伴う 2023年３月期業績に与える影響は軽微であり業績予想に変更

はありませんが、合弁会社設立契約が締結された際には、業績への影響についても開

示させて頂く予定です。 

 

RBM-007について 

線維芽細胞増殖因子 2（FGF2）の機能を阻害することにより、加齢黄斑変性におけ

る血管新生と瘢痕形成を同時に抑制する新規な薬理作用を有します。当社は、米国に

おいて、加齢黄斑変性に対する第Ⅱ相臨床試験を完了しています。 

 

以上 


